
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
         

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2018 年度年間聖句 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ

去り、新しいものが生じた。           コリントの信徒への手紙 二 5 章 17 節 
 

 

聖学院教会祈祷会 

 

6 

 

6 

毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・11 月 29 日（木） 出エジプト記 39 章  東野 ひかり牧師 

    ・12 月 26 日（木） 出エジプト記 40 章  東野 尚志牧師 

      

     

 

No.13 2018 年 11-12 月 

全学礼拝期間について 

2018 年度秋学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

14 時 40 分から 15時 10 分です。どなたでも自由にご参加ください。  

秋学期／9月 25 日（火）～2019 年 1月 18 日（金）    

11 月月間聖句 

あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。 

エフェソの信徒への手紙 5 章 1節 
 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

「クリスマスを前にして」 
 

クリスマスの季節になると思い出すことがあります。それは２０１０年８月５日、

チリのサンホセ鉱山で起こった落盤事故とその救出劇のことです。６９日間もの

間、地下７００メートルに閉じ込められた３３名の作業員たちが一人も命を落と

すことなく、全員救出されたという出来事を、皆さんは覚えているでしょうか。遭

難してから１７日の間、彼らの食糧が尽きるまでの食糧配分は一日にツナ缶２５

㎉、ミルクが７５㎉程であったといわれています。後に発売された書籍によると、

作業員たちは高温多湿の洞窟内で全員が死を覚悟したと記録されています。 

地中にいた間、心境を詩につづり続け「詩人」と呼ばれていたビクトル・サモラ

という人は当時の状況について「多くの日々が過ぎた。何も知るすべもなく、ここ

地中で私の涙が流れ始める」と綴ったそうです。助かる望みもなく、ただ絶望の

みが心を支配しているようにみえます。しかし、２０日が過ぎ、救出される時が

現実味を帯びてくると「仲間たちよ、士気を高めよう。まず組織をまとめ、団結し

なければ。祈らなければ。掘削ドリルが間に合うよう、神に頼もう。３週が過ぎ、

音はやまない」との希望が歌われていきます。そして、ついに救助用の竪穴が

通ったときには「ここ地底に一筋の光が差している。これが私の進む道。信仰は

失われず、私は生まれ変わった」と語りました。チリはキリスト教を信じている人

が８割以上とのことです。目には見えない神様を信じる信仰が、命の危機という

絶望の闇から作業員たちの心と身体とを守ったのでしょう。 

イエス様はまことの光として世を照らすために来られました。２０００年前にベ

ツレヘムの馬小屋で生まれたイエス様の愛によって、すでに私たちの命を（心も

身体も！）救助するための一筋の光が差し込んでいます。この希望を信じる者

は、神様の力を身に受けて、新しい自分に生まれ変わることができます。 

（キリスト教センター主事 久保哲哉） 

12 月月間聖句 

わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけ

にえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。 

ヨハネの手紙 一  ４章１０節 
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奨励者 久保 哲哉 

（キリスト教センター主事） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 461 番 1、2 節 

聖 書 マタイによる福音書 

4章 12～17節（新約P.5） 

祈 祷 

奨 励 「祈りのリアル」 

祈 祷  

讃美歌 461 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏         
 
 
 

11 月 27 日（火） 

 
 
全学礼拝はクリスマス点火祭 
礼拝と合流します。 
 
ククリリススママススツツリリーー点点火火祭祭（（礼礼拝拝））  

16 時 40 分～ 図書館棟前にて 
 
メッセージ 
「光は闇の中に」 
 

大学・人文学部 

      チャプレン 

柳田 洋夫先生 

 

 
 

11 月 28 日（水） 

 
奨励者 石田 学 

（日本ナザレン教団 小山キリスト教会

牧師・本学講師） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 103 番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

15 章 1～7 節（新約 P.138） 

祈 祷 

奨 励 「もしそれがわたしだったら」 

祈 祷  

讃美歌 103 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏         
 
 
 
 

12 月 4日（火） 

 
奨励者 田中 かおる 

（日本基督教団 安行教会牧師 

・本学講師） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 久保田 翠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 二編 52番 1、2、3 節 
聖 書 マタイによる福音書 

2章 1～12節（新約 P.2） 
祈 祷 
奨 励 「世界で最初のクリスマス・

プレゼント」 
祈 祷  
讃美歌 二編 52番 4、5 節 
主の祈り 
後 奏         
 
 
 
 

12 月 5日（水） 

 

奨励者 野島 邦夫 

（日本キリスト改革派 国立聖書 

教会牧師・本学講師） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 出居 牧子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 502 番 1、2 節 

聖 書 詩編 22編 2 節 

（旧約 P.852） 

祈 祷            

奨 励 「なぜ私が？」 

祈 祷  

讃美歌 502 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

11 月 29 日（木） 

 
奨励者 東野 尚志 

（聖学院教会牧師､聖学院みどり幼稚園

チャプレン､本学講師）  

司会者 菊地 順 

奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 111 番 1、2 節 

聖 書 イザヤ書 9章 5節 

（旧約 P.1074） 

祈 祷        

奨 励 「救い主の真実」 

祈 祷     

讃美歌 111 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

12 月 6日（木） 

 
奨励者 寺嶋 健一 

（キャリアサポート部留学生担当部長） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 512 番 1 節 

聖 書 使徒言行録 

9 章 10～19 節（新約 P.230） 

祈 祷 

奨 励 「用いられたアナニア」 

祈 祷  

讃美歌 512 番 2 節 

主の祈り 

後 奏         

 
 
 
 

12 月 7日（金） 

 
奨励者 村岡 有香 

（欧米文化学科准教授） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 21-200 番 1、2 節 

聖 書 マタイによる福音書 

18 章 12～14 節 

 （新約P.35） 

祈 祷            

奨 励 「若者行方不明３万人」 

祈 祷  

讃美歌 21-200 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

11 月 30 日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

 


